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高校進学ガイダン ス と外国につ ながる子 どもの キ ャ リア支援
一神奈川県におけ る教育委員会と NPO の協働 一

吉　田　美　穗 （NPO 法人多文化共生教育ネ ッ トワ
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クかながわ 、 中央大学）

【要旨】

　高卒資格を 基礎的な も の と し て み なす 日本社会に お い て 、外 国 に つ なが る 子 ど も た ち の低 い 高校進学率 を

放置すれば、彼 らは 、学歴 を媒介 と し て貧困へ と水路づ け られ て し ま う。

　本稿は 、神奈川 県の 事例を 中心 に 、高校進学ガ イ ダ ン ス を は じ め とする 、外 国 に つ な が る 子 ど も た ち に 高

校教育を保障する 取 り組み の現状 を明 ら か に し、ボ ラ ン テ ィ ア 団体 （NPO ＞ と教育委員会の 協働が持つ 可能

性に つ い て 、考察するも の で ある。

　神奈川県に お い て は、地域支援者 の 相互 協力に よ っ て 高校進学ガイダ ン ス が始まっ た が、2000年代半ばよ り

ボラ ン テ ィ ア団体と教育委員会との 協働が本格化 した。ボラ ン テ ィ ア の 地域支援者 と教育委員会はそれ ぞれ の 強

み を持 っ て お り、両者 の 協働が 持つ 可能性 は大き い 。2013 年現在、高校進学ガイダ ン ス に始ま っ た協働は、高

校進学後 を支える多文化教育コ
ーデ ィ ネ

ー
タ
ー

事業 に発展 して い る、各高校 で 支援 にあた る多文化教育コ
ー

デ ィ

ネ
ー

タ
ー

は、学習支援や居場所支援だけで な く、 高校卒業後を意識 したキ ャ リア 支援に も取 り組 み 始めて い る 。
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ー

ワ
ード】外国につ ながる子ども、高校進学ガイダンス、協働、多文化教育コ

ーディ ネ
ー

タ
ー

、 キ ャ リア支援

1． は じめ に

　外 国に つ な が る 子 どもた ち の 高校進学率が低 い

こ とは、支援者 の 間 で は、長 く指摘 され て きた。約

98％ の 子 ど もが 高校 に 進 学す る 日本社会 に お い て 、

高校卒業資格は、就職や上 級学校進学 の 基礎資格 と

して の 意 味合 い を強 く持 っ て い る。 高校 に入学 で き

な い 、あ る い は高校に 入 っ て も中退 し た場合 、日本

社 会 で 就 け る仕 事 は限 られ、経 済 的に も厳 しい 状

況 に 置 か れ る可能性が極め て 高い 。内閣府 の 報告書

などにお い て も 「困難を有す る子 ども ・若者」 とし

て 高校 中退者が 強 く意識 され て い る
［｝

。
こ う し た 状

況の 中、高校に 進学する こ とす ら難 し い に も関わ ら

ず 、社会的 に看過 され 厳 しい 状 況 に 置 か れ て き た の

が、外国に つ なが る 子 どもた ちで あ る。高卒の学歴

を持 たな い 多くの 外国に つ なが る 子 ど もた ち が 、安

定 し た職 を得 られず、貧困 に 直面 し て い く社会 一

それ は 、学歴 を媒介 と し て、エ ス ニ シ テ ィ と階層が

重 なる不公正 な社 会だ とい え よう
2）
。

　外 国につ な が る 子 どもた ちが 日本社会で キ ャ リ

ア を形成 し て い くため に は 、高校 入 試 とい う壁 を越

え、入 っ た高校 で ドロ ッ プ ア ウ トす る こ となく卒業

後 の 進路を見 い だ して い く こ とが 、重要 な条件 と

な っ て い る。

　本稿は 、神奈川県 の 事例を中心 に 、外国に つ なが

る子 どもた ち の た め の 高校進学ガイ ダ ン ス の 現状

と課 題 を明 らか に し 、ボ ラ ン テ ィ ア 団体 が 主体 と

な っ て 行政 と協働す る こ との 意義 、高校 にお ける就

学 サ ポ
ー

トや高校 後に向 けた キ ャ リア 支援 へ の 発

展 の 可 能性 を考 察す る も の で あ る。

　な お、筆者 は教育社 会学 の 研究 者 で あ る と同時

に、神 奈川 県 の 高校進学ガイ ダ ン ス 主催 団体 で あ

る NPO 法人多文化 共生教 育ネ ッ トワ
ー

クかなが わ

（ME −net ） の メ ン バ ー
で あ り、 同団体 で 教育相談事

業、多文化教育 コ
ーデ ィ ネー

タ
ー

派遣事業などに携

わ っ て き た。 こ の 論考 は 、引用文献 に 加 え、ガ イ ダ

ン ス 事業開始時の MBnet 中心 メ ン バ ー
へ の 聞 き取

り、こ れ ま で の 自身 の 経験 と研究、首都圏 を中心 と

する 高校進学ガイ ダン ス 主催者交流会を通 して 得

られ た情報等に基づ くも の である。

2 ．外国 につ ながる生徒の高校進学の現状
2−1．外国 に つ ながる子 どもたち

　本 稿で は 、高校進 学ガ イ ダ ン ス など の 対象 とな

る 子 どもた ちを、「外国籍」 で は なく 「外 国に つ な
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が る 子 ど も た ち 」 と い う語 で と ら え て い く。「外 国

籍」 と い うカ テ ゴ リ
ーで は 把握で きない 子 どもた

ち の 多様な実態を 背景に 、支援に 関 わ る ボ ラ ン テ ィ

アや団体等も、「外国籍」で は なく 「外国に っ なが る 」

あ るい は 「外国 につ なが りを持 っ 」 とい う語 を積極

的に用 い て い る か らで ある。

　近年注 目され て い る ように、日本国籍を持 っ て い

て も、外国 の 文化 を背景 と して 育つ 子 ど もた ちは少

な くな い
。

こ の こ とは、文部科学省 の 「目本語 指導

が必要 な児童生徒 の 受入れ状況 に 関す る調査 」 に お

い て 把握 され て い る 「日本 語指導が必要な 日本 国籍

の児童生徒数」 の 増加 に も明らか で あ る
3〕

。

　国籍に 関わ らず、生育過 程 とくに 家庭 に お け る 日

本語経験の 少な さや 、外国人保護者 に 届 く 日本 の 教

育に 関する情報 の 不 足 は 、子 どもた ちの 学習や キ ャ

リ ア形成に さまざまな困難をもた らす 。 外国に つ な

が る 子 ど も の 家庭内 で交わ され て い る 会話 は 、簡単

な日本語、保護者の 母語 と 目本語の ミ ッ ク ス な どさ

ま ざまであるが 、難し い 内容になると親子間 で 意志

の 疎通 が難 し い こ と も少 な くな い
1｝
。また、外国人

保護者に 日本 の 学校文化 や教育制度に 関す る情報

が 届 い て お らず、結果 と して 、保護者 が 子 どもの 学

習や進 路に つ い て 関与 する こ とが難 し くな っ て し

ま っ て い る場合も多い
5｝
。

　高校進学ガイ ダン ス を必 要 とする 子 どもた ち の

現実 の ケース は多様 で あ る が、外国籍／ 日本 国籍と

新来 日／ 日本生 ま れ とい う軸で 概念 的 な整 理 を試

み た の が、表 1 で あ る。

　ボ ラ ン テ ィ ア に よ る高校進学ガイ ダ ン ス は 、下 の

表 1 の い ずれ の 子 どもた ち に 対 し て も開 か れ て い

る。神 奈川 県にお い て は、国籍や 来 日時期 な どに

よ っ て 活用 で き る 入 試制度が異な る こ とか ら、こ の

よ うな情報の 把握は、ガイダ ン ス に関わ る支 援者に

とっ て 重 要 な もの とな っ て い る。さらに、来 日時期

が幼少期な の か 、中学生相当 の 年齢 にな っ て か らな

の か 、母国
・

日本そ れ ぞれ で の 教育歴 な ども 、 支援

して い く上 で の 重要な情報で あ る。

2−2．高校進学支援を必要とする子どもたちの数と

　高校進学率

　異 な る言語
・
教育文 化

・
国籍等 の た め に 、高校 入

試 に っ い て 特別 な情報提供や サ ポー トを必 要 と し

て い る子 どもた ちは全 国 で ど れ く ら い い る の だ ろ

うか。そ の 把握 は容易 で はない 。

　外 国籍 の 子 どもに つ い て み る と、法務省 ・在留

外 国人統 計 （2012 年末）で 義務教育年齢 （7 〜 15

歳）にあた る子 どもは、約 10万人 で ある。こ こ か ら、

す で に 日本 で 4 世 ・5 世 と世代を重ね、日本語や 日

本 で の 教育情報 な どに困難 を抱え て い な い 在 日韓

国 ・朝鮮 の 子 どもた ちな どを除 い た 数 が 、高校進

学 に 関わ っ て 特 別 な配慮 や ガイ ダ ン ス を必要 と し

て い る 可能性 が 高 い
。 文科省 「日本語指導を 必 要 と

す る 外国人児童 生徒 」 調 査 で 把握 さ れ て い る の は約

2 万 7 千 人 で あ るが 、こ の データ は過少で あ る と考

え られ る。同調査 で は 、「日本語で 日常会話が十分

に で きな い 児童生徒 」 及び 「日常会話が で きて も、

学年相 当 の 学習 言語
6 〕

が 不足 し、学習活動 へ の 参

加 に支障 が 生 じて お り、日本語指導が 必 要な児童 生

徒 」 が 対象 と さ れ て い る の だ が 、具体的な調査 方法

や指 標 が 現場 に示 され て い ない か らで あ る 。 実質的

に 判 断 は 現場任 せ と な っ て お り、日本 語 指導 の 研修

機会が 十分与えられ て い な い 現場 教員は、学 習言語

表 1 高校進 学ガイ ダン スを 必要 とする 外国に つ ながる子 どもたちの ケ
ー

ス 例

成長 の 途 中 で 来 日 日本 生 まれ

外国籍 ・保護者 と一
緒 に、

一
家で 来 日す るケース 。 ・日本在住の 外国籍の 保護者の

・保 護 者 が 日本 に 移住 し生 活 が 安定 して か ら、子 ども を も と に生 ま れ、言語 の 問題 か ら、

呼 び 寄 せ る ケース 。 親子 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が

・保護者 の 日本人 との 再 婚 に よ り、連 れ 子 と して来 日す 難 しい ケ
ース 。

る ケース 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 な ど など

日本 国籍
・国 際結 婚 に よ り出生 し、外 国籍 の 保護者 の 母 国で 成長

・国 際結婚 で 生まれ、離婚など

し、途中で 来 日す る ケース
。 重 国籍 の 場合 も ある。 に よ り外 国籍の 保 護 者 と の み 生

・外 国在住 の 親戚な ど に 預 け られ て 育 ち、途 中 で 来 日す 活 して い る ケ
ー

ス 。

る ケ
ース 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 な ど な ど
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が 不足 して い て も見過 ご して し ま う可能性 が 高い 。

結果 と し て、支援 を必要 とする多くの 子 どもた ちが

潜在化 し て い る と考え られ る。

　で は、どの 程度が高校に進学で きて い るの か。外

国籍の 子 どもの 高校進学 につ い て 、公的機 関に よる

全国規模 の 調査 は 行 われ て お らず、確か なデー
タは

存在 して い ない
η

。 研 究者に よる推計をみ て み る と、

鍛冶致 （2011 ＞ は 、国勢調査 をもとに外 国籍の 高校

在籍率 を、中国 75％、フ ィ リピ ン 40〜 45％、ブ ラ

ジル 30 〜35％ な どとして い る 。 出身 国に よっ て 違

い は あ る も の の 、全体 として 5 割前後 とい う数字は、

日本社会 の 中で 、 外 国に つ な が る子 どもた ちが 置か

れた極 め て 厳 しい 状況 を示 して い る。

　 日本国籍の 子 どもたち に つ い て は 、 上記 の 文科省

調査 の 「日本 語 指 導 を必 要な 目本 国籍 の 児童生徒 」

数の データ以外 に は把握す る 方法 は な い
。 母数も確

定 で き な い 以上、高校進学率 を計算す る こ とは で き

ない 。し か し、在留年数が短 い 子 どもの場合、高校

進学の 難 し さは外国籍の 生 徒 と大きな差は ない と

思われ る。

2−3．神奈川における高校入試制度の現状と課題

　全国 に比 べ て 、神奈川県は どの よ うな状況に ある

の だ ろ うか。

　神奈川 県 の 公 立 高校 の 入試には、在留年数が 短い

外国籍 の 生 徒 の た め の 特 別 枠 が 用 意 され て い る。こ

の 枠は、正 式 に は 「在県外国人等特別募集」（以下 「在

県枠」 と表記） とい い 、県内 10 校に 設けられ 、志

願資格 は 「外 国籍で 、入 国後 の 在 留期間が通算で 3

年以 内 （2 月 1 日現在）」
s）
とな っ て い る。入 試判定は、

国語 ・数学 ・英語 の 学力検査 3 教科 と面接で 行われ

る。こ うし た特別枠の 存在を調査 し た小 島 （2012）

に よ れ ば、全 国 60 の 都道府 県及 び 政令指定都市 の

教育委員会の うち、2012 年度入 学者 の 入 試 選抜 に

お い て 特別枠が あ る の は、回 答 した 50 自治体 の う

ち 16 自治体、募集定員が明確 に 示 され て い る の は

7 自治体 の み で あ っ た
y）

。 そ の 中で 、 神 奈川 県内 の

定員 は 109 人 と最 も多 い 。神奈川県教 育委員会 は、

定員内不合格 を出 さな い 方針 を貫 い て い る の で 、
こ

れ は実 質的 に保障 され た定員 枠 で ある
且の

。 神奈川

県 は、全国的にみ て も最 も先進 的な取 り組みを して

い る教育委 員会 の
一

っ だ とい えよ う。そ の 結果 は、

上記 の 文科省調査 （2012） で 、日本語指導が必要 な

外国人高校 生 の 19．3％ （382 人） を神奈川県 が 占 め

高校進学 ガイダンス と外国 につ ながる子どもの キャ リア 支援

て い る と い うデ
ー

タ に も現れ て い る 。

　で は、神奈川の 高校入試 に課題 は な い の だ ろ う

か。実際の 進 学率 は どの 程度 なの か 。

表 2 　「在県外国人 等特別募集」 実施校

学　校　名
2013 年度

　 定員

県 立 鶴見総合高等学校 15

県 立 神奈川総合高等学校 10

県立平塚湘風高等学校 10

県立橋本高等学校 10

県立有馬高等学校 10

県立座間総合高等学校 10

県立愛川 高等学校 10

相模原青陵高等学校 10

横浜市立横浜商業高等学校 4

相模向陽館高等学校 （定時制） 20

計　　　　　　　　 109

＊相 模向陽館高校は 昼 間定時制単独校。
午前部・午後部に 各 10 名の 定員が置かれて い る 。

　ME −net とかなが わ国際交流財 団 （KIF ）が県教育

委員会の協力を得て 実施 し た 「外国に つ なが りの あ

る子 ど もの 教育に 関す る 調査 」
11）

を み る と、「在県

枠」 は あるもの の 、そ の 効果 は限定的で ある こ と が

み え て く る （吉 田 2010）。 こ の 調査 で は 、県 内 の 国

際教室 を設置 し て い る 中学校を対象に 、「在県枠」

に 志願資格 を有す る 生徒 の 進路状況を量 的に把握

した
12）
。それ に よる と、2010 年度入試 で 「在 県枠 」

を活用 して 合格 した生徒は 、志願資格 の あ る 124 名

中 37 名 と、3 割を切 っ て い た。「在県枠」校が地域

的に 偏在 して い る こ と、定員数が限 られ て い る た め

リス ク の 高 い 「在県枠」 に チ ャ レ ン ジす る よ り、倍

率 が低 く合格可能性 が高 い 高校 に 出願す る 生徒 が

多 い こ とが 理 由 と し て 考 え られ る。と く に横浜 市東

部や川 崎 市 の 子 どもたち は 通 え る 地域 に 在 県枠 が

少な く、あらか じ め、合格 しやすい 定時制な どを受

けるケ
ー

ス が多い
。
2010 年度 の 調査 で 明らか に な っ

た高校進 学者 の うち 283 ％が定時制に 進 ん で お り、

そ の 割合は、全県 の 4．4％に比較 して 極 めて 高 くな っ

て い る。 進学をあき らめた り、 浪人 した りする 生徒

もお り、2010 年度 入 試 で は 、国 際教室 の あ る 中学

の 在県枠志願 資格該当者の 高校進 学率は 855％ と、

神 奈川 県全 体 の 高校 進 学率 97．8％ （2009年 度） よ

n ・・7・
’
…
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り 10ポ イ ン ト以 上低か っ た。こ の 調査が 比較的支

援 を 受 けやす い 国際教 室 の あ る中学校 の み を対象

に し て い る こ とを考えれ ば、実際 の 進 学率は さ らに

低 くな る と考え られ る。

　 厂在県枠」 は確 か に 多くの 子 どもた ちの 高校 進学

を支え て い る もの の 、現状 で はそ の 効果は限 られ て

い る とい え る だ ろ う。

　 さらに 、
「在 県枠」 の 要件そ の も の の 妥当性 とい

う問題 もあ る 。 枠 を設置す れ ば、そ の 枠の 要 件 に は

ま らな い 子 どもたちが 出 て くる。在留年数が 3 年を

超 えた生徒、来 日 して 2 年だが出生時か ら 日本国籍

を有 し て い る 生徒、日本生 まれ だが家庭で は 保護

者 の 母語を話 し て い る生徒な ど は、枠 の 外に なる。

こ の 調査 に お い て も、中学校関係者か ら、「在県枠」

の 要 件に関わ る多 くの 要望 が 出 され た。ひ とっ は、

通算 3 年以 内 とい う在留年数 の 緩和 、も うひ と つ は

日本国籍 へ の 拡大で ある．

　国籍に か か わ らず、日本 生 ま れ ・日本育ち の 子 ど

もが 増えつ つ ある現在、家庭内の 言語
・
文化 と 日本

社会 の 言語 ・文化 の 間を往復 して 生活 す る中 で 、 十

分 な学習 言語 が獲 得 で きず学 力 に 課題 を抱 え る 子

ど もたちが少な くない
。 こ うし た生徒 たち の 高校進

学に つ い て の 調 査は神奈川 県に お い て もな され て

お らず、そ の 進学 の 実態はつ か め て い ない 。

3 ．高校進学ガイ ダンス の現状 と教育委員

　　 会との連携 ・協働

3−1．神奈川 県の高校進学ガイダンスの概要

　他 県 に比 べ れ ば高校 に進 学 しやす い 制 度的 な条

件 を持 っ て い る神奈川 県 で ある が 、それ で も高

校 に入 る の は容易で はな い ．また、特別 枠や特別

措置
13）

な どの 制度があ る分、学校選 び や手続きに

は複雑 さが あ る 。 こ うし た中で 、母 語 通訳 の あ る高

校進学ガイ ダ ン ス の果た す役割は 大 きい 。

　神奈川県の 「日本語 を母 語と しな い 人 の た め の 高

校進 学ガ イ ダ ン ス 」 は 、9 〜 10月 に か け、神 奈 川

県内 5 カ 所
14）

で 開か れ て い る。通訳言語 は、事前

に寄せ られ る要望に よ っ て も異なる が、中国語、ス

ペ イ ン 語、ポ ル トガル 語、タガ ロ グ語、タイ語 、韓

国朝鮮語 、ベ トナ ム 語な ど各会場 7 〜 8 言語 で あ る

こ とが多い 。2012年度に は 、子ども 235人、保護者・

家族 197人、通訳 74人 、高校教員 135人 （の べ 80

校）、高校生 ス タ ッ フ 65 人 、中学教員 25 人 、一
般

参加 44 人 、教育委員会 8 人、ス タ ッ フ 50 人の 、 計

［16］trl7・ ttア学府 究 V・1・14

833人 が 参加 し た。参加者数とい う点で は、全国的

に見 て も東京 に次 ぐ規模で あろ う。

　 ガイ ダ ン ス は、休 日 の 半 日 をか けて 行われ る。前

半 の 全体会 で は、は じ め に、ガ イ ダ ン ス に参加 して

い る高校 の 紹介があ り、高校 の 種類、高校 生活、神

奈川 県 の 高校 入試 シ ス テ ム （特別 枠や 特別措 置含

む ）、奨学金 な どに つ い て の 説明 が行われ る 。 次 に、

高校 に在学 し て い る 外 国に つ なが る高校 生たちが前

に 立 ち、そ れ ぞ れ の 入 試経験や高校生活、将来 の 夢、

受験生 へ の ア ドバ イ ス を語 る。休 憩 をは さんだ後半

は 、受験生 ・保護者は高校ごとの ブース に分かれ て 、

学校情報を聞い た り相談 し た りす る こ とが で きる。

どの 高校を選 ん だ らい い か わ か らない 人 の た め の 総

合相談ブー
ス や、特別枠の 要件の 詳細や外国の 学校

を卒業 した場合の 資格審査な どの 制度上 の 質問に応

じ る教育委員会入試担 当者 の い るブー
ス も あ る。

　 資料 と して は、10言語 で 用 意 され た 「公 立高校

入学 の た め の ガ イ ドブ ソ ク 」 が 基本 的な もの に な る

（ス ペ イ ン 語、ポ ル トガ ル 語、中国語、タ ガ ロ グ語 、

韓国朝鮮語、英語、タイ語、ベ トナ ム 語 、カ ン ボジ

ア 語 、ラ オ ス 語）。また、補助的 な資料 と して 、県

内高校 マ ッ プや地域 の 学習支援教室
一

覧、奨 学金
一

覧な ども配 られ る。

　参加者は、地域 の 支援教室や中学校か らの ガ イ ダ

ン ス の 情報 を 得 て 参加 す る。支援教室 の ボ ラ ン テ ィ

ア ・
ス タ ッ フ と

一
緒に 来る 子 ど もた ちもい る 。

　ガ イ ダン ス の 場 は 、次 の よ うな さま ざま な機能を

持 っ て い る．

　・
母語 で 、高校 受験 の し くみや高校生活 に 関 わ る

　 情報を得 る こ と が で きる。

　・外国 に つ なが る生徒が多 く入学 し て い る複数 の

　 高校 の 話 をき く こ とが で き る。

　・どの 高校を どの よ うな方 法 で 受験 した らい い の

　 か わ か らな い 場 合 も、国籍、来 目時期、日本語力 、

　 学力 な どをふま え て、総合 的な相談 をす る こ と

　 が で き る。

　・制 度的 な こ とに つ い て 、県教育委員会 の 担当者

　 に直接相談する こ とが で き る 。

　・外国 につ なが る先輩 か ら、入試 へ の 具体的なア

　　ドバ イ ス や 高校生活 の 話 をきき、自分 の 将来像

　 を描 く こ とがで きる。

　・多 くの 外 国に つ な が る子 ども と 保護者が集 い 、

　 複数 の 母語 が話 され る 空 間を経験す る こ と で 、

　 同 じよ うな状況 に置 か れ て い る の は 自分だけで
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は ない と実感する こ とがで きる。

・日本語 が 十分 で な い 保護 者が 、日本 の 教育情報

か ら疎外 され る こ とな く、子 どもの 教育に関わ

　る こ と が で きる。

・今後、利用 で きる学習教室や教育相談窓 口 な ど

に つ い て 、情報 を得 る こ とが で きる、

3−2．神奈川のガイダンスの歴史
一ボランテ ィ アか ら

　教育委員会との 協働へ

　 こ の よ うな神奈川県の ガイ ダ ン ス は 、地域の どの

よ うな背景か ら生 み出され て きた の だ ろ うか 。

　神奈川 県は、全国 4 番 目に多い 16 万 人以上 の 外

国籍県民が居住 し て お り、県民 の L8 ％を占め て い

る。中国 34．3％、韓 国 ・朝鮮 19．0％、フ ィ リ ピ ン

11，0％、ブ ラ ジル 5，6％、ペ ル ー 4，2％、ベ トナ ム 4，0％

な ど、国籍 の 多様性 も特徴で あ ろ う
15｝
。

　神奈川 県に お い て 、全国 に 先駆 け て 高校進学ガ

イ ダ ン ス が始ま っ た の は 1995年で あ る。早 くか ら、

子 ど も た ちに寄 り添 っ て 学習や高校進学を支援す

るボ ラ ン テ ィ ア の 活動 が活発 であ っ た こ とが、そ の

背景に なっ て い る。1970 年代 の 終わ り こ ろか ら急

増 して い っ たイ ン ドシ ナ難民、中国帰国者 、南米、

フ ィ リ ピ ン 、タ イ な どか らの 出稼 ぎの 人 々 な どを

支援する た め 、県 内各地 には次 々 草の 根 の 団体が 生

ま れ、子 ど もた ち の 学習支援教室 が つ くられ て い っ

た。1980年代末に はそれ らの 団体が 集ま っ て 、外

国 に つ な が る 子 ど も た ち の 課題 に つ い て 共有す る

動きも始ま り、緩や か なネ ッ トワー
ク が 形成 され

た。複雑 な入試シ ス テ ム をふ まえなが ら、どの 高校

を選 択 し、どの よ うに 受験準備を進め た ら よ い の

か 、親身に な っ て 子 どもた ちを支援するボ ラ ン テ ィ

ア の 存在が、ガイ ダ ン ス の 原点 だ とい え る。

　 こ の よ うな流れ の 中で 、支援活動に 関わ っ て い た

高校 教員や地 域 の 学習教室 支援者 が 中心 と な っ て

ME −net を結成、各地 の支援者に 呼び か けて 実行委

員会 が つ く られ、1995 年 に 初め て の ガ イ ダ ン ス が

開催 され たの で ある 。 こ の 年、在 県枠 を設置し た高

校が開校 された こ とも
一

っ の 契機 とな っ た。

　 初 年度 は県 教育委 員 会 とは つ なが りを持 た な い

ま ま の 開催 で あ っ た が 、ガ イ ダ ン ス の 充実 を求 め

て 、ME −net は教育委員会 と の 連携 ・協働 を模 索 し

て い っ た。1996 年 度 には県教育委員会 の 後援を得、

2000 年度 に は 、ガイ ダ ン ス で の 県教 育委員会担 当

者に よるあ い さつ が実現 した 。 2003年度には、各

高校進学ガイ ダン ス と外国に つ ながる 子 どもの キ ャ リア支援

高校の ブース と並 ん で 、県教育委員会に よ る 相談

ブ ー
ス を設置 して もら うこ と が で き、ガ イダン ス の

実質面 で の 連携 も深 ま っ た。

　 そ して 、2006 年 度、「か な が わ ボ ラ ン タ リ
ー

活 動

推進基金 21」
16 〕

の 協働事業 と し て ガ イ ダ ン ス を行

うこ とに よ り、県教 育委員 会高校 教育企 画課
ω

と

の 協働 が実現 し た の で あ る。5 年 間続 い た同基金 に

よる協働 事業の 枠組 み の 中で 、 県教 育委員会 高校 教

育企画課 と ME −net は 、ガイ ダ ン ス の 充 実だ け で な

く、高校入学後の 支援 に も取 り組む こ と に な っ た

（多文化共生教育ネ ッ トワーク か ながわ 2011）。

　2006年度に は 、それ まで ME ・net が作成 し て きた

「公 立 高校入 学 の た め の ガイ ドブ ッ ク 」 が県教育委

員会 と共同編集 とな っ た。ガイダ ン ス へ の 参加 が望

まれる高校に対 して 、県教育委員会か ら出張依頼が

出 さ れ、参 加 す る 高校が 増加 し た 。さ らに 、2007

年度 に は、「外国 に つ なが る子 ど も の た め の 支援

ネ ッ トワーク会議」、「多文化 教育 コ
ーデ ィ ネー

タ
ー

派遣事業」 とい う2 つ の 事業が開始 された。高校 進

学後 の 支援に関わ る こ れ らの 事業 につ い て は、項 を

改め て 詳 述し た い 。

　 「か なが わボ ラ ン タ リ
ー

活動推進 基金 21」 に よ る

助成 が 終 了 し た 2011 年度 以 降、こ れ らの 事業 は 、神

奈川 県 の 「ボラ ン タ リ
ー

団体等 と県 との 協働 の 推 進

に関す る条例 」 に基 づ く協働事業に移行 した 。 ガイ

ドブ ッ クは、ME −net と県教委 の 共 同編集、県教育委

員会 が 印刷 し、ME −net が 配布す るとい う分担にな り、

ガイダン ス 本体は、県教育委員会 か ら ME −net に委託

され る事業 とな っ た 。 また 、 他の 2事 業も新 しい 協

働事業の 枠組み の 中 で 継続、発展 し て い る。

3−3．他地域での高校進学ガイダン スの概況と課 題

　高校進学ガイダ ン ス は、現 在、神奈川 県以外 の 多

くの 地域で も取 り組 ま れ て い る。主 催者が 交流す る

場も毎年開 か れ てお り、2013年 1丹 に神 奈川 県 で

開 か れ た 「外 国か ら 来 た 生 徒 の た め の 進 路進 学ガ イ

ダ ン ス 主催者交流会」 に は 、茨城、埼玉 、千葉、東 京、

神奈川 、長野 、静岡 か ら参加者が集 い 、宮城 、滋 賀 、

熊本か らは 資料参加 が あっ た （多文化 共生教育ネ ッ

トワ ーク か な が わ 2013）。

　報告 内容 を整理 し て 、ガイダ ン ス の 概況を示 し た

の が表 3 で ある。ガイ ダン ス の 内容は い ずれ も神奈

川 と共 通 し て お り、先輩 の 体験談 な どは 、 どの ガイ

ダ ン ス で も取 り入れ られ て い る。
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　運営面 で は、どの 地域 の ガ イ ダ ン ス も教育委員会

の 後援を受け、程度の 差こ そあれ広報面な どで 協力

を得て い る 。 しか し、教育委員会の 職員がガイ ダ ン

ス に参加 して い る 地域は少 ない 。県や 市が共催 して

も、教育委員会は後援に留ま っ て い る場合もあ る。

　主催者交流会 の 「行政 との 協働」 を テ
ー

マ とする

分科会で は、各地 域の 行政 と の 連携 の あ り方に っ い

て 活発な情報交換が な された 。 な か には、県 の 国際

課 や 国際交流 協会 な どの 担 当者 が課題 意識 を持 っ

て い て も、教育委員会 の 理解が 不足 し て い るケ
ー

ス

もあるな ど、縦割 り行政 の 問題 も報告 され た。教育

委員会をい か に 巻 き込む こ とが で きるの か、各地域

で 支援者に よ る模索が続い て い る。

表 3 ガイ ダン ス 主催者交流会 で共 有された各地の概 況
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3−4，ガ イダン ス を担う主体と教育委員会との 協働

　高校進 学ガイ ダ ン ス を誰が どの よ うに 担 うの が、

望 ま し い の か。こ の 項 で は 、ガ イ ダ ン ス を担 う主体

に つ い て 、考察 し た い。

　主 と し て 公 立 高校 へ の 進 学ガイ ダ ン ス で あ る 以

上 、開催 の 経済的な負担 も含め て 、公 立高校を設置

し て い る教育委員会が 主体 とな っ て 行 うの が 本来

の 姿で あ る とい うの が、
一

っ の 考え方 で あ る。実際

に 、大阪府や川崎市な どの ガ イ ダン ス は 、行政主体

で行わ れ て い る。

　確か に 、入 試や 高校教育を所管す る教育委員会 の

存在は 大 き い。神 奈川県に お い て も、教育委員会 と

協働す る こ とに よ っ て 、ガイ ダン ス は 安定し た経済

的な基盤を得て 開催され る よ うにな り、内容的に も

充実 した。高校 の 設置者で ある教育委員会が関わ る

こ とに よっ て 、正 確な情報提供、制度に 関する細か

な説 明も可能に な り、参加 高校 も増え た。市町 村

教育委員会 を通 し て 中学校側に も働 きか けやす く

な っ た。さ ら に 、高校入学後 の 支援に つ い て も取 り

組み が始ま っ て い る。こ うした 状況 は、まだ本格的

な 協働が 実現 し て い な い 他県 の ガ イ ダ ン ス 関係者

か ら、先進的なもの と し て 見 られ て もい る。

　で は、ガイダ ン ス は、教育委員会主体で開催す れ

ばよ い の だろ うか 。当初、ボ ラン テ ィ ア が始め た と

して も教 育委員 会の 仕事に移 行 し、最終的には教育

委 員会 の 責任 で 行 うこ と が 最 も理 想的な姿だ と 言

え る の だ ろ うか。

　支援す る 主 体の 形 成や 行政 の あ り方 に は 地 域に

よ る違い もあるの で 、
一

概 に言い きる こ とは 難 し

高校進学ガイ ダンス と外国につ ながる子 どものキ ャ リア 支援

い が、こ の 間、神奈川県 で ガイ ダ ン ス の 中心 を担 っ

て きた ス タ ッ フ は 、 ガイ ダ ン ス は、地域 の 支援者 に

よっ て も担 われ る べ きだ と考え て い る。そ の 理 由

は、以下 の よ うな もの だ 。

　  身 近 で 支援 し て い る ボ ラ ン テ ィ ア の 方 が
、 よ り

　　子 どもや保護者 の ニ
ーズ に基 づ い たガ イ ダ ン

　　ス を企画運 営す る こ とが で きる 。

　地域 の 学習教室 な どで 身近 に 子 どもた ち に 接 し

て い る支援ボ ラ ン テ ィ ア は 、 子 どもの 学習状況や 生

活状況 、直 面 して い る 課題 な どに つ い て 、行政 以 上

に 知 りうる立揚 にあ る。 こ の ため、子 どもや保護者

の ニ ーズ や 困難 を理解 し た上 で 、ガイダン ス の 内容

を構成 し、適切に運営す る こ とが で き る。

　  教育委員会の 出せ る情報や対応で きる相談に

　　は 、限界があ る。

　ガイ ダン ス に参加す る子 どもと保護者に と っ て 、

「どの 学校な ら入れ る か 」 とい う問題 は切実な もの

で あ る。だが、行政の場合、
一

般的な内容を超え て

情報 を 出す こ と は難 し い 。社会的 に は流布 し て お り

目本人 は よ く知 っ て い る偏差値的な情報も、教育委

員会 と し て は言 うこ と が で きな い 。個 々 の 悩み に

沿っ た相談は、む し ろ支援ボラ ン テ ィ ア の方が対応

しやす い 面 が あ る。

　  行政は短期 の 人事異動が
一
般的で 、質 の 継続に

　　お い て不安が あ る。

　教育委員会を は じ め とする行政は 、人事異動が 3

年程度の 短期で 行われ る の が
一

般的で ある。 し た

が っ て 、外 国 に つ な が る 子 ど も た ち の 教育課題 に 詳

し い 人材が い つ も担当に な る とは 限らな い。事業そ

図 1　 地域の 支援者と教育委員会の そ れ ぞれ の 強み と協働
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吉田 美穂

の もの は継続 され て も、質を維 持する こ とには不安

が ある 。 そ の 点 、支援 ボ ラ ン テ ィ ア は、地域 に 根差

し、そ の 支援 の 専門性 は蓄積 され て い く。そ の 力 を

生 か す こ と は 、 ガイ ダ ン ス の 質 の 維持 に つ な が る 。

また 、ガイ ダン ス 後 も、子 どもたち を地域 の 支援資

源 にっ なぎ、フ ォ ロ
ー

して い くこ とが で きる 。

　教 育行 政 の あ り方や 地域 の 支援者 の 力 量な ど に

よ っ て 地域 ご とに最適 な バ ラ ン ス は異 なる で あ ろ

うが 、ボ ラ ン テ ィ ア 支援者 と教育行 政がそれぞれ の

強 み を生か し、連携 ・協働する 形が、高校進 学ガイ

ダン ス に お い て は 望 ま し い と言え る だ ろ う。

4 ．高校進学ガイダンス からキャ リア支援へ

　神奈川県で は 、ガイ ダ ン ス だ けで なく、教育委 員

会 と地域支援者の協働に よ っ て 、進 学後の 支援が進

め られ る よ うに な っ た 。そ こ に は、子 どもの 成 長に

寄 り添い なが ら、高校進学後、さ ら に卒業後 も見据

え て キ ャ リ ア 支援 に 取 り組 も う とする ボ ラ ン テ ィ

ア の 意識があ る。

4−1．外国 に つ なが りを持 つ 子 ども支援の ための

　ネ ッ トワ
ー

ク会議

　 2007年度か ら、県教育委員会高校教育企 画課 ・

ME −ne い か なが わ国際交流財団 （KIF）が県内 の支援

NPO や 県行 政 の 関連 す る 部 課 に 呼 び か け、年 1 〜

2 回、「外国に つ なが り を持つ 子 ども支援の た め の

ネ ッ トワーク 会議」 （以下 「ネ ッ トワ ーク 会議」 と

表記）が開か れ る よ うに な っ た。

　ネ ッ トワーク会議 の 大 きな特徴は 、NPO と行政

の 交渉 の 場で は な い とい う点 で あ る。会議 の 目 的

は 、行政 の 各 セ ク シ ョ ン とさま ざま な支援団体 の

間 で 、それぞれ の 取 り組 みに 関す る情報 を交換 し、

課題意識を共有する こ とにある 。 高校 入試 に つ い て

は、早 く か ら こ の ネ ッ トワ
ー

ク 会議 で 話題 に な り、

NPO が強 く望 んだ高校入試 の 「在 県枠 」 の 拡 大 を

め ぐ っ て 、意見交換が行 われた 。 そ の 中か ら、実際

に 「在県枠」 が どの程度機能 し て い る の か、具体的

な調査 を して は どうか とい う提案が 出 され、前述 の

「外 国に っ なが りを持 つ 子 ども の 教 育に関す る調査

プ ロ ジ ェ ク ト」 の 実施 に つ な が っ た 。 調査結果 は、

2010年 の 「ネ ッ トワ
ー

ク 会議 」 で 報告 され、入試

をめ ぐる状況認識の 共有が図 られ た 。

　 ま た 、ネ ッ ト ワ
ー

ク 会議 は、県 内 で の 新た な動

きや試み に つ い て 、行政 と NPO が情報 共有す る場

匳］・rク・itア学厨 究 V・1．14

と し て も機能 し て い る。こ れ ま で に 会議で 取 り上

げた 実践例 は 、「た ぶ ん か フ リース クー
ル よ こ は ま 」

（2009年 度）
IR｝
、「日本生まれや 幼少期来 日の 子 ど

もた ちの 低学力問題 に 対す るプ レ ・ス クー
ル 」 （2010

年度）、「多文化 教育 コ
ーデ ィ ネーターに よ る キ ャ リ

ア 支援 」 （2011 年度）な どで ある。

　2013 年 度 の ネ ッ トワ
ーク会議 に は 、県教委 高校

教育企画課
・ME −net ・KIF に加え 、県

・
国際課 企画

グル
ープ、県立言語 文化 ア カ デ ミ ア 講座 ・研 究課、

県教育委員会行 政課人権教育グル
ープ 、神奈川 県立

青少 年セ ン タ
ー

青少年サ ポ ー
ト課 な どの 行政 担 当

者 と、県内 で 外 国に っ なが る子 ども支援に関わ っ て

い る NPO 　9 団体 が 参加 し、キ ャ リア 支 援 を テ ー
マ

に 情報交換す るとともに、地域若者サポー
トス テ ー

シ ョ ン の ワ
ー

カ
ー

を招 い て 学習会 を行 っ た。

　 こ の よ うに 、新 た に 見い だ され る課題やそ の 対応

に つ い て 、NPO と行政が共に学 ぶ場 の 継続 的 な設

置は 、外 国 に つ なが る 子 どもを取 り巻く状況 の 変化

に合わ せ て 支援 を発展 させ て い く上 で 、大きなカに

なる と考え られ る。

4−2．多文化教育コ
ーディ ネーター派遣事業

　2007年度 か ら始 ま っ たも う
一

つ の 協働事業 が 「多

文化教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

派遣事業 」 で あ る。

　 こ の 事業 は 、高校 進学ガ イ ダ ン ス な どで ME −net

とつ なが る 各地域 の 支援者 の 中か ら、「せ っ か く高

校 に 入 っ た の に、や め て し ま う子 どもたち が い る 」

と い う問題 提 起が 寄 せ られ る よ うに な っ た こ とか

ら、高校 で の 学習や 学 校 生活 を支援す る制度 を、

ME −net 側 が教 育委員 会 に提案 し、2007 年度 に県 立

高校 4 校 で 始 ま っ た。

　そ の 後、2008年度に は 9校、2009年度に は 12校

と拡 大 して い き、2013年 度現在 16校の 県立高校で

実施 され て い る。16校 の 内訳 は 、「在県枠」募集校 9校、

定時制 4 校、ク リエ イ テ ィ ブ ス ク ール 2 校
L9 ）
、通

信制 1 校 で あ る。「在県枠」 以外 の 学校が 7校含ま

れ て い る の は、「在県枠」 要件に あて は ま らな い 子

ど も た ち や 、「在県枠」 倍 率 が 高 い 地域 の 子 どもた

ち が 、定時制、ク リエ イ テ ィ ブ ス クール 、通信制 に

多く進 学して い る実態 を 反 映 して い る 。

　多文化教育 コ
ーデ ィ ネータ ー制度 の 基本的 な し

くみは次の 通 りで あ る。

　県教委が、高校側の ニ
ーズ を把握 して 実施校 を

決定する と、ME −net が多文化教育 コ
ーデ ィ ネータ ー
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（以下 、
「コ

ー
デ ィネ

ー
タ
ー

」 と表記）の人材を各学

校 に 推薦 し、学校長が委嘱する。コ ーデ ィネーター

は 、実際の学校の 様子 を観察 し、各学校の窓 口 とな

る 職員 と協議 し な が ら必要 な支援を考え 、適切 なサ

ポー
タ
ー （学習支援者、外国 につ なが る先輩、通訳

な ど）を配置 し、支援を進める。コ
ーデ ィ ネー

タ
ー

が
一

部分サポータ ーを兼ね る こ と もある。コ
ーデ ィ

ネー
タ
ー

と し て推薦 され て い る人材 は、地域の 学習

補習教室 の 支援者、大学教員、日本語教育 の 専門家、

小 中学校 等 の 日本語 指導協力者、ME −net 教育相 談

経験者 な どで あ る。

　一連 の 支援 に必 要 な予算に つ い て は、ME −net が

コ
ーデ ィ ネ

ー
タ
ー

の 研修や事務経 費を担 い 、県教育

委員会 の 「目本語 を母語 と し ない 生徒支援者派遣事

業」 が コ
ーデ ィ ネー

タ
ー ・サ ポ

ー
タ
ー

の 派遣費用 を

担 う
2°）
。

　制 度 の 概 要 は 、 県教委が 年度 当初に招集 した会

議 に お い て 、ME −net 事業担 当者や コ ーデ ィ ネーター

も同席 し、各校担 当者 に説明 され る。また、秋 に は

中間報告会が開か れ 、各校の 担当教員・管理 職・コ ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

が参加 し、それぞれ の 支援 の 取 り組 み

が 共有 され る 。

　外 部 か ら入 っ た コ
ーデ ィ ネ

ー
タ
ー

が教員 と協働

して 支援を進 める に あた っ て は 、さま ざまな困難が

伴 う。 学校側 が、外 国に つ なが る 生徒 の 教育課題 や

支援 方 法 につ い て 十 分な認 識 を欠 い て い る場合 も

少 な くな く、ともすれ ば、「補完 」 的な役 割 に と ど

め られ て しま い かねな い
21）
。そ うな らな い ため に、

前述 の 会議 な ど を通 し て ME −net と県教育委員会 が

高校進 学ガイダン ス と外国につ ながる子 どもの キ ャ リア 支援

制度 的に バ
ッ ク ア ッ プす る ほ か 、各 コ ーデ ィネー

タ ーが 研 修 を 通 じ て 学校の 中で の 支援 可 能 な状況

をつ くる能力を高め て い く必要がある。そ の た め の

重 要 な場 と な っ て い る の が 、年 5 〜 6 回 開 か れ る

コ
ーデ ィ ネー

タ
ー会議で ある。各学校 の 状況や課題

を共有 し、ア ドバ イ ス し合 うとともに、他校の 取 り

組み を学ぶ。 こ の 場には県教委 の 担当者も同席 し、

課題認識 を共有す る。

　各校 で 展 開され る支援は 、日本語 ・教科の 学習支

援 と、交流会や文化祭企画 などを通 じた居場所支援

が 重 要 な柱 に な っ て い る こ とが多 い
。 それ に 加 え

て 、学校 の 状況 に応 じて 、母語 による聞 き取 り相談

調査 の 実施 、 通訳 ・翻訳手配 、 教員対象研修会 な ど

が 組 み 合わ され、実施 され て い る
22）
。そ して 、こ

の 数年 、ほとん どの 学校 で 取 り組 まれ るよ うにな っ

た の が 、キ ャ リア支援 の 実践 で あ る。

4−3．コーディ ネーターによるキ ャ リア 支援

　キ ャ リア支援は、なぜ重要な の か。

　第
一

に 、外国に つ ながる子 ども た ち の 周 囲 に は、

身近 なキ ャ リア ・モ デ ル が少 な い とい う問題 が あ

る 。 成長 して か ら来 日 した保護者世代 と異な り、日

本社会 で育ち教育を受け る 子 どもたち に とっ て 、同

じ よ うな境遇の 身近な存在が 日本社会 で キ ャ リ ア

を築 い て い る 姿に 出会 う機会は 少 な い 。 こ の た め、

子 どもたち は、自分た ちの 高校卒業後の キ ャ リア に

つ い て 具体的 に 思 い 描 くこ とが難 し い 。こ れ は 進 路

だ けの 問題 に 留 ま らな い 。第二 言語 で 教科を学ぶ困

難な学校生活 の 中で 、目標 の 見え に くさ は、ともす

図 2　事業イメ
ージ 図
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−
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吉田 美穂

れ ば 、学習意欲 の 低下や 、高校 生 活 を 継続 し よ うと

す る意志 の 減退 にっ な が る可能性 を持 っ て い る。

　 第 二 に、子 ど もた ち が 将 来 に 夢 を 描 い て も、上

級学校に つ い て の 情報が 得 られ な か っ た り、入 学

の た め の さま ざま な書類や 奨学金 の 手続きに 必要

な高度な日本 語 に対応で きなか っ た りする とい う、

現実 的な困難が ある 。 学校 制度は国 によっ て 大 きく

異 な る。日本 の 高等教育は学費負担が大き く、入試

方法 は、
一

般入試 の 他 に、推薦 入試 、AO 入試 な ど

複雑で あ る 。 日本 人家族 ならば 自然 に得 られ て い る

よ うな情報 も、文化や言語 が 壁 とな っ て 得て い ない

こ とも多い
。 母国 の 教育制度 の も とに育っ た 保 護者

に とっ て は、制度 の 違い が壁 とな っ て理解 しにくい

内容 もあ る 。

一
般に 、 日本語 で 高 い 学力を示す こ と

が 困 難な 子 どもたち の 場合、AO 入 試 な どが有効な

方法 とな る こ とも多い が、AO 入 試 の 方法 は 大 学 に

よ っ て 多様 で あ り、そ の 準備 も支援 な しで は 困難 で

あ る。また、大学に よっ て は外国に つ なが る子 ども

が利用で きる 入試枠があ る場合もあ る が、出願 資格

な どは 大学に よっ て異な り、丁 寧な情報収集が不可

欠で 、通常は 生徒 の 手 に余る 。 また 、奨学金 な どの

書類は 、日常で は 使 わな い よ うな表現 も多 く、こ れ

も支援な し に 手続きを進 め る こ とは難 し い
。

　第三 に、外 国籍 の 場 合 、就 職 に し て も進学に し

て も、国籍や 在留 資格 な どで 壁 にぶ つ か る場合が

あ る 。 こ の 点 に つ い て 、高校側 が 十分 な情報 を持 っ

て い な い こ とが少 な くな い
。 例 えば 、在留資格 が 「家

族滞在 」 の まま で は就 労 で きな い が 、学校 に よ っ て

は在 留資格 の 確認 も しな い ま ま に就職 活動 を させ

て し ま っ た り、 進学 し て 資格 を得 て も在留資格 の 変

更 が で きな い ため、就労 の 可能性 の ない 分野 へ 進学

を勧め て し ま っ た りす る場合 もあ る
23）

。

　こ の よ うに、キ ャ リア 支 援 の 必要性 は極 め て 高

く、専門的 な知識や ス キル を持 っ た人材 が 関 わる こ

との 意義は 大き い 。外 国にっ ながる子 どもの 高校生

活 を伴走 し なが ら支 える コ
ーデ ィ ネー

タ
ー

は、支援

す る 生徒の 年次 が 進む に つ れ て 、そ の 必 要性 を 強 く

認識 し、取 り組 みを進 め るよ うになっ た。 コ
ーディ

ネ
ー

タ
ー

会議 に お い て も、 キ ャ リア 支援の 実践に つ

い て は 、活発な情報交換が行われ て い る。

　 コ
ーデ ィネータ ーが具体的 に 進 め るキ ャ リ ア支

援 は次の よ うなもの で あ る 。

　  外国 に つ なが る先輩 との 交流会 の 開催

　  母 語 通 訳 を つ け保護者 も招 い た進路ガ イ ダン

巨至］t・ヲ解 営厨 究 V・1・14

　　 ス の 実施

　  個別 の 生徒の 進路相談 へ の 対応、書類記入 の サ

　　ポー ト等 の 個別 支援

　  大学な ど上級学校紹介プ ロ グラ ム の 実施

　 と くに多 くの 高校で 取 り組まれ て い る の が、  の

外国に つ なが る先輩 との 交流会で あ る。どの よ うに

準備 して進路実現 して い っ た の か 、どん なふ うに 日

本 で 働い て い くこ とが で きる の か 、専門学校 や大学

は どの よ うな とこ ろか 。身近なモ デル とな り うる先

輩 と、と き に は 母 語 を 交 え な が ら語 り合 う機会 は 、

子 どもた ちに とっ て 大変貴重な も の とな っ て い る 。

　  の 取 り組み も、
一

部の 高校 で 行 われ て い る が、

重要 な取 り組み で ある。保護者が 、日本の教育制度

や教育文化 を知 り、費用など も含 め て 子 どもの 進 路

実現 に協力 で きる か どうか が、子 どもの キ ャ リア 形

成 に直結す るか らで ある。

　  は、必要 に応 じて
一

部の 高校で 、取 り組 まれ て

お り、こ の よ うな支援を受けて 、大学進 学を果たす

子 どもた ちも出て きて い る。

　  は、コ
ーデ ィ ネーター

の 中の 大学関係者が中心

とな っ て 企 画す る プ ロ グ ラ ム で 、説 明 会だ け で な

く、外国に つ な が る先輩 た ちに よ る キ ャ ンパ ス 案内

や交流会 も組み合わ され て い る
24 〕

。各校 の コ
ー

デ ィ

ネーターが 、学校を超えて 、進 学を考え て い る生徒

に参加を呼 び か けて い る。

　 コ
ーデ ィ ネータ ーに よ る キ ャ リア 支援は、しか

し、課題 も抱えて い る。そ の ひ とつ は、卒業生 の 進

路把 握の 難 し さで あ る。学校 に よ っ て は、コ
ーデ ィ

ネー
タ
ーに よ る キ ャ リ ア支援を歓迎 は し て も、卒

業後 の 進 路結果 に つ い て は 個 人 情報 と し て 管理 し 、

コ
ーデ ィ ネーターに も明らか に しない ケ

ー
ス や 、学

校 と し て 外 国 に つ なが る 生徒 の 進 路に 限定 し て 整

理 して い ない ケース も見 られ る。し か し、卒業後 の

進路実態が把握で きな い まま、キ ャ リア 支援 に 取 り

組む こ とは難 しい 。進学 に して も就職 に しても、全

体の傾向は どうな の か 、 国籍は どう影響 して い るか

な ど、支援 の た め に 知 っ て お きた い 情報は 多い 。ま

た 、学校に も、外国につ なが る生徒だ か らこ そ の 困

難を 認 識 し た上 で 、彼 らの 進 路状況 の 把握に努め、

進路保障に取 り組ん で もらう必要 がある。

　 高校に入学 させ た生徒に っ い て 、そ の 進路 を どの

よ うに保 障で き る の か 。
コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー会議 を

通 し て 課 題認識を共有 し た県教 委高校教育企 画 課

は 、2013年度 か ら、コ
ーデ ィ ネータ ー派遣校 を対
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象 と した 卒業生進路調査 が始め て い る。結果 は ネ ッ

トワー
ク会議 や コ

ーデ ィ ネー
タ
ー事業中間報告会

で 報告 され 、今後 、支援 に 生 か す取 り組 み が 始 ま っ

て い くも の と思われ る。

　高校 後 の 進 路保 障 の 取 り組 み が 成果 を挙げる に

は、まだ時間 が か か るだ ろ う。 しか し、神奈川県に

お い て は 、 高校 入試 か ら卒業後 の キ ャ リア支援 ま

で つ なが っ た切れ 目の ない 支援が 、教育行政に よ っ

て も意識 され るよ うにな っ て きた と言 える。

5 ．終わ りに

　本稿は、神奈川県 の 事例 をも と に、外国 に っ なが

る子 ども支援 にお ける、行政 とボ ラ ン テ ィ ア 団体 の

協働が持 っ 可能性 を検討 した 。 神奈川 県 で は 、 地域

で 子 どもた ち の 支 援に あた っ て きたボ ラ ン テ ィ ア

自らが、高校進学ガイ ダ ン ス を組織 し 、 さ らに教育

委員会に働き か け て協働す る こ とに よ っ て 、高校進

学だ けで な く高校 入 学後 の 生活 を支 え、キ ャ リア 支

援に も取 り組む よ うに な っ て い る 。

　外国に つ な がる子 どもた ち の 高校進学 をめ ぐる

状況 は厳 し く、神奈川 の 状況は 、全国か ら見れ ば 、

ご く
一

部 の 事例に過ぎな い 。し か し、そ の取 り組み

は、内容や方法に お い て 、今後、全国 の ボラ ン テ ィ

ア や 教育行政 の 参考に な る も の を 多く含ん で い る

と思われ る。

　公 教育に お い て 、ボ ラ ン テ ィ ア が そ の 主体性 を発

揮 しつ つ 、行政 と協働 して 子 どもたち の 学び とキ ャ

リア を支え て い る神奈川 の 事例 は 、 市 民的公共性 の

担 い 手 と して の ボ ラ ン テ ィ ア （入江 2000） の 意 義

を示 す もの だ とい え る だ ろ う。

【注】

1） 子 ど も
・若 者支援地 域協議会運 営方 策 に 関す る 検討

　　会議 （2010 ）。

2） 移 住 連 貧 困 プ ロ ジ ェ ク ト （2011 ） は、貧 困 をめ ぐる

　　議 論 や 実 践 の 中 で も周 縁 化 され て き た 移 住者 と貧 困

　 　 の 問題 を扱 っ て い る。

3）　 日本 語 指導 が 必 要 な児童生徒の 受 け入 れ 状況 等 に 関

　　す る調 査 （平 成 24年 度 ）」（文 部 科 学省 2013）に よれ ば、

　　 目本 語 指導 が 必 要 な 日本 国 籍 の 児童生徒数 は、平 成

　　15年 度 2
，
886 人 か ら平成 24 年 度 に は 6

，
171 人 ま で 増

　　加 して い る。「日本語 指導が 必 要 な外 国人 児童生徒 の

　　受 け 入 れ 状 況 等 に 関す る調 査」 と し て 行 われ て き た

　　同 調 査 が、平成 24年度版か ら、「外国人 」 の 文言 を

）4

）5

）6

）7

）8

）9

高校進学 ガイダンス と外国 につ ながる子 どもの キ ャ リア 支援

な く し 「日本語指導 が 必 要 な児 童 生 徒 」 に な っ た こ

とか らも、目本語指導が 必 要な 日本国籍 の 児童 生 徒

数 の 増加 が 看過 し え な い もの に な っ て い る とい え る

だ ろ う。

外 国人 保護者の 子 育て 支 援 ニ
ーズ に 関 し て 調 査 し た

吉 田 （2012） に よれば、親子の 進路 に つ い て の 話 し

合い に 、地 域の 支援者 が 通 訳 と し て 入 る 事例も存在

す る。

日本 の 小 学校 は保護者に 家庭 で の 学習支援を期待す

るが 、こ う し た 目本 の 学校文 化 を共 有 し て い ない 外

国 人 保護者 は多 い。また 、関わ ろ うと し て も言語 が

壁 に なっ て 困 難 で あ る。ま た、国に よっ て 教育制度

が 異なる こ と か ら生 じる 問題 も あ る。例えば、義務

教育で も留 年 制 度 が あ る南 米 出身 の 保 護者 は、日本

の 小 中 学校 で も進 級 で き る の で あれ ば学力 も付 い て

い る と と ら え、子 ど もが 学習 に 躓 い て い る こ とに 気

づ くの が 遅 れ る な どの 課 題 が あ る。異 な る教 育制 度

や 学校 文 化 につ い て 、意 識 的 に 外 国 人 保 護 者 に伝 え

る こ とが 重 要 で あ る （吉 田 2012 ）。

第 二 言 語 の 習得 に つ い て の 研 究 か ら、言 語 習 得 に お

い て は、生 活 言 語 と学 習 言 語 と い う異 な る レ ベ ル が

あ る こ とが 明 らか に な っ て い る。習得す る の に、前

者 は 1〜2年、後者 は 5 〜7年 か か る と言 われ て い る。

小 島祥美 （2012） らの 調 査 に 対 し て 、多 く の 教育委

員会 が 高校 に 在籍す る外国人生 徒人数 を把握 して い

ない と回 答 して い る。

日本 国籍 を取 得 して 3 年 以 内 の 者 も外 国 籍 と同 等 と

み な され る。ま た、小 学 校 入 学 以 前 に っ い て は、通

算 3年以 内 とい う在留 期間に算入 しな い
。

人 数 を 明示 して い な い 自治 体 の 場 合 は、「若 干 名 」 な

どの 表 現 が 多い 。な お、志 水 （2008） が 取 り上 げ て

い る よ うに、大 阪府 立 高校 の 特別 枠 の 充実 は よ く知

られ て い る が、小 島 （2012 ） の 調 査 に 対 して は 大 阪

府 が 回答 し て い な い た め 、こ こ に は 含 ま れ て い ない 。

10）神奈川 県 教育委員会 は、公 立 高校 の 入 試 で 定員内不

　　合格 を 認 め て い ない 。定員 内に 入 れ ば、調 査書の 評

　　価 や 学 力 検 査 の 点 数 に 関 わ らず 原 則 不 合格 と し な い 。

　　定員内不 合格 に つ い て は、こ れ を許 容す る県 の 方が

　 　多 い の が 実 態 で あ り、こ の こ と が 外 国 につ な が る子

　　 ども た ち の 高校進 学 を さ らに厳 しい もの に して い る。

11） こ の 調 査 は、そ の 後 も K 匸F に よ っ て 継 続 して 実 施 さ

　　れ て い る。結果 お よび 分 析 は、か なが わ 国 際交 流財

　　団 （2013）「国 際 教 室 在籍 生 徒 の 進 路 に か か わ る ア ン

　　ケ
ー

ト調 査」 を参 照。
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12） こ の 調 査 は、そ の 目的 か ら、精 度 の 高 い 結 果 を 得 る

　 　 こ とが で き る よ う、日本 語 指 導 が必 要 な 児 童 生 徒 が

　　5 名 以 上 い て 国際教 室 が 設 置 され て い る 中 学 校 の み

　　 を 対 象 と し て 行 われ た。対 象 を 限 定 し た 理 由 は、全

　　県 の 中学校 を対象 に した 場合、調 査 の 意義 を理 解 し

　　 て もら うこ とが 難 し く、どの 生 徒 が在県外 国 人 等特

　　別 募集の 資格 に 該 当す る か な ど生 徒状況に つ い て 把

　　握 で きて い な い 中学校 の 回答が 多く含 まれ、不 確 か

　　 な データ し か 得 られ な い 可 能 性 が 高 い と想 定 さ れ た

　　 た め で ある。

13）神奈 川 県 の 場 合、在留 6 年 以 内 の 場 合 は、事前 の 申

　　請 に よ り、学力検査 の 時間 延 長、問題 へ の ル ビ ふ り、

　　面 接 時の わ か りや す い 言 葉 で の 対 応 な どの 措置 を 受

　 　 け る こ とが で き る。

14） 2012 年 度は、さが み は ら国 際 交 流 ラ ウ ン ジ 、い ち ょ

　　 う小 学校 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス 、か な が わ 県 民 セ ン

　　 ター、ひ らつ か 市民 活 動 セ ン タ
ー、厚 木 ヤ ン グ コ ミ ュ

　 　 ニ テ ィ セ ン ターの 5 カ所。

15） データ は、神 奈 川 県 「県 内外 国 人統 計 」（2013）に よ る。

16）県 の 条例に よ っ て 設け られ た 基金。公 益を 目的 とす

　 　 る 特 定 課 題 に 県 行 政 の 担 当部 門 と NPO が 協働 で 取 り

　 　 組 む 事 業 を推 進 す る。最 長 5 年 1000 万 円 を 上 限 と す

　　 る事業経費 が 出 るた め、財政的 に厳 し い 環境 に あ る

　　県 行 政 に とっ て も NPO に とっ て も、新 しい 取 り組 み

　　 に踏み 出す 大 き な支 え と な っ て い る。

17）高校教育企画 課 に は、入 学者選 抜 ・定員 グル
ー

プが

　 　 置 かれ て お り、公 立 高 校 入 試 を担 当 して い る。

18） ME −net の 独 自事 業。学齢 を 超 過 した 外 国 につ な が る

　　子 ど もの 高 校 受 験 準 備 の た め、教科学習 ・日本 語 学

　　習 の ク ラ ス を展開 し て い る。小 島 （2011）参照。

19） ク リエ イ テ ィ ブ ス ク
ー

ル とは 、「こ れ ま で 必 ず し も持

　　て る 力 を 十分発揮 し きれ な か っ た生 徒 を 積極 的 に 受

　　け入れ、社会実践力を育成する」 学校 と して 神奈川

　　県 教育委員会 が 指定 し た 高校 で 、県 内 に 3 校 あ る。

　　学力検査を課 さず調査書 の 5段階評定も用 い な い で 、

　　調 査 書の 「関心 ・意欲 ・態 度 」 の 観 点別 評 価 と 面 接

　　中心 の 入 試選抜 を行 うた め、外国に つ な が る生 徒 も

　　入 学 しやす い。ク リエ イテ ィ ブ ス ク
ー

ル の 1校 に は、

　　50 人程度の 外国に つ な が る 生徒 が在 籍 して い る 。

20）2013年度に は 、1 回 2 時 間 の 派 遣 で 5000 円 を 基 準 と

　　 し て 、基 本 は 1校 25 万 円 （相模向 陽館 は 午前 部 ・午

　　後部 そ れぞれ に 25 万 円、ク リエ イ テ ィ ブス クール 2

　　校 は そ れ ぞ れ 12 万 5000 円） が 配 当 さ れ た。ま た、

　　ME −net も、コ
ー

デ ィ ネ
ーターが 各 校 に合 わせ た 支援
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　　 を展 開す るた め に 多 目的 に 支出 可 能な予 算を、別枠

　 　 で 20 万 円程 度 用 意 し て い る。

21） 吉 田 （2010a；2011） は、多文化 教育 コ
ー

デ ィネ
ー

タ
ー

　　制 度 に 関 わ る人 々 へ の イ ン タ ビ ュ
ーと参 与 観 察か ら、

　　外 部 か ら入 る地 域 人材 が 「補完 」 的な役割 に と どめ ら

　　れ ず、学校組 織 と協働す る こ とを可 能 にす る諸 条件に

　　つ い て 検討 し て い る。

22）多文 化共 生 教育ネ ッ トワ ーク か な が わ （2011＞ に は、

　　各 校 の 取 り組 み が 紹 介 され て い る。ま た、鶴見 総合

　　高校 に つ い て は、坪谷
・小 林 （2013） に 聞 き 取 り調

　　査 と それ に 基 づ く教員研 修、外 国 に つ な が る先 輩 と

　　の 交流活動、日本語学習支援、多文化 共 生 教育指針

　　の 策定 な ど、コ
ーデ ィ ネ

ー
タ
ー

に よ る 諸活 動 が 詳 し

　 　 くま とめ られ て い る。

23）例 え ば、美容師や保育士 の 資格を得 て も、そ の こ と

　　に よ っ て 就労 可 能な在留資格 へ の 変更は で きな い 。

24） これ ま で、早 稲 田大学、横浜市立 大学、相模女子大学、

　　関 東 学 院 大 学 な どを会 場 に、実施 され て い る。
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High　School　Admission　Guidance　and 　Career　Support　for　Children　with

　　　　　　　　　　　　　 Internatio皿al　Backgrounds：

ACo 且laboration　betWeen　the　Board 　ofEducation 　and 　NPOs 　in　Kanagawa 　Prefecture

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Miho 　Yoshida

（MulticultUral　Education　Network　Kanagawa，　Chuo　University）

If　the　low　high　school 　entrance 　rate 　of 　children 　with 　international　backgrounds　is　left　as　it　is，　then　in　Japanese

society，　where 　graduating　high　sohool 　is　deemed 　fUndamental，　they 　will 　be　channeled 　into　poverty　by　means 　of　their

educational 　background．　This　paper　fbcuses　on 　cases 　in　Kanagawa　PrefectUre
，
　and 　is　considering 　the　possibilities　held

by　collaboration 　between　volunteer 　groups（NPOs ）and 　the　Board 　of 　Education　by　clarifying 　the　current 　state　of 　the

approaches 　to　guaranteeing　high　school 　education 　fbr　chiidren 　with 　intemational　backgrounds，　including　high　school

progression　guidance．　High　school 　admission 　guidance　commenced 　in　Kanagawa 　Prefecture　through　mutual 　cooperation

between　local　supporters ，　while 　collaboration 　between　volunteer 　groups　and 　the　Board　of　Education　gained　momentum

frem　around 　the　middle 　ofthe 　2000s．　Regional　support 　volunteers 　and 出 e　Board　of　Education　each 　have　their　strengths ，
and 　the　possibilities　held　by　collaboration 　between　both　parties　are 　large．　In　2013，the　collaboration 　that　sta正ted　with 　high

school 　admission 　guidance　is　being　expanded 　to　a　multicultural 　education 　coordinator 　pr（）ject　in　Kanagawa 　Prefecture，

The　multicultural 　education 　coordinators 　that　give　study 　support 　and 　provide
‘
places　to　sta ゾ，　and 　have　also 　commenced

am 　initiative　fbr　career 　support 　with 　a　focus　en 　life　after　graduating　high　school ．

Keywords ： children 　with 　internatienal　backgrounds，　high　school 　admission 　guidance，　collaboration ，　multicultural

　　　　　　 education 　coordinator ，　career　supPort
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